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保
存
か
解
体
か
で
紛
糾
す
る

伊
賀
市
旧
庁
舎
に
つ
い
て
市
教

育
委
員
会
は
２６
日
、
賛
成
多
数

で
市
文
化
財
に
指
定
し
た
。
建

物
を
め
ぐ
っ
て
は
、
市
教
委
が

市
文
化
財
保
護
審
議
会
に
文
化

財
的
価
値
を
諮
り
な
が
ら
答
申

後
の
指
定
を
２
年
間
放
置
。

２６
日
に
笹
原
秀
夫
教
育
長
と
教

育
委
員
４
人
が
別
案
件
と

一
括

採
決
し
た
結
果
も
賛
成
３
人

と
、
全
会

一
致
に
至
ら
な
か
っ

た
。日
庁
合
は
堡
仔
・
活
用
を
掲

げ
る
岡
本
栄
市
長
と
、
解
体
を

求
め
央
読
す
る
な
ど
し
た
市
議

会
の
対
立
が
夢
、
。
新
年
度
予

算
で
も
市
議
会
の
反
発
を
受
け

て
市
が
保
存
関
連
予
算
を
削
除

し
て
い
る
。

文
化
財
の
答
申
は
例
年
２
月

に
審
議
会
か
ら
あ
り
、
翌
３
月

に
市
教
委
が
指
定
す
る
の
が

一

般
的
。
旧
庁
舎
の
指
定
名
は

「旧
上
野
市
庁
舎
」
で
、
２
０

１
７
年
２
月
に
答
申
を
受
け
て

ぃ蔽ｒ委によると、指定を一

時謳鍛「絣一『一̈
一

”
ほ
な
壁
祟
塾
肇
饂
詭
論
）
剛

「
な
ぜ
こ
の
時
期
に
指
定
す
る

の
か
」
と
い
う
疑
間
が
示
さ
れ

た
と
い
う
。
文
化
財
的
価
値
を

失
っ
た
場
合
は
指
定
が
解
除
さ

れ
、
解
体
を
縛
る
も
の
で
は
な

い
と
し
て
い
る
。

２７
日
に
会
見
し
た
笹
原
教
育

長
は

「
こ
れ
ま
で
は
庁
舎
と
し

て
使

っ
て
お
り
何
か
あ
れ
ば
手

入
れ
で
き
た
。
今
は
空
き
家
で

劣
化
が
進
み
、
建
物
が
悲
し
ん

で
い
る
感
じ
が
し
た
」
な
ど
と

指
定
を
進
め
た
こ
と
を
説
明
．

指
定
の
放
置
は
意
見
が
割

ヽ
れ
る

案
件

へ
配
慮
し
た
結
果
で
は
、

と
の
問
い
に
は

「な
い
で
す
」

と
否
定
し
た
。

一
方
、
岩
田
佐
俊
議
長
は

「議
会
と
行
政
で
審
議
中
の
旧

旧
庁
舎

市
文
化
財
指
定

伊
貿
市
散
委
答
申
後
２
年
放
置

市
教
委
が
市
文
化
財
に
指
定

し
た

「
旧
上
野
市
庁
舎
」
――

伊
賀
市
上
野
丸
之
内

罐

一
」
晰

蠍

聾

絨

」

た
行
為
。
関
連
予
算
を
蹴
っ
た

仕
返
し
だ
と
し
た
ら
、
あ
ま
り

に
子
ど
も
０
み
て
い
る
」
と
憤

概
。
４
月
の
臨
時
市
議
会
に
岡

本
市
長

へ
の
不
信
任
決
議
案
を

再
び
提
案
す
０
」と
を
瑾
談
し

て
い
く
と
述
べ
た
。

ほ
か
に
市
文
化
財
指
定
さ
れ

た
の
は
、
１
８
７
４
年
開
催
の

「明
治
７
年
伊
賀
上
野
博
覧
会

図
」
、
１
８
５
４
年
の
安
政
伊

賀
上
野
地
震
の
被
害
を
描
い
た

「
伊
州
御
域
下
破
崖
損
所
絵

図
」
の
２
４
Ъ
　
　
（中
国
和
宏
）
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伊
賀
市
相
南
庁
合

市
文
化
財
に
指
定

市議から反発も

伊
賀
市
教
委
は
二
十
七
日
ヽ

旧
南
庁
舎

（上
野
丸
之
内
）
な

ど
三
件
を
新
た
に
市
文
化
財
に

指
定
し
た
と
発
表
し
た
。
旧
南

庁
舎
の
利
活
用
を
巡

っ
て
は
、

二
月
議
会
で
整
備
費
が
削
除
さ

れ
た
ば
か
り
。
議
員
側
は

一
な

ぜ
今
の
時
期
の
指
定
な
の
か
」

と
反
発
し
て
い
る
。

指
定
は
二
十
六
日
の
教
育
委

員
会
定
例
会
で
決
ま

っ
た
。
笹

原
秀
夫
教
育
長
が
当
初
予
定
に

な
か

っ
た
旧
南
庁
合
を
加
え
た

三
件
を
提
案
し
、
教
育
長
と
委

員
四
人
の
計
五
人
に
よ
る

一
括

採
快
で
、
贅
成
が
過
半
数
の
三

人
と
な

っ
た
。

市
教
委
に
よ
る
と
、
文
化
財

保
護
審
議
会
は
二
〇

一
七
年
二

月
に
旧
南
庁
合
の
指
定
を
答
申

し
た
が
、
以
降
、
定
例
会
の
議

題
に
は
な
ら
な
か

っ
た
。
答
申

か
ら
二
年
経
過
し
て
の
提
案
は

過
去
十
年
間
で
例
が
な
い
。

市
文
化
財
保
護
条
例
で
は
、

指
定
を
受
け
た
文
化
財
に
つ
い

て
、
保
存

」
活
用
の
た
め
必
要

な
措
置
を
講
じ

‐
る
こ
と
を
明
記

し
て
い
る
。
傷
つ
け
た
場
合
の

罰
則
規
定
が
あ
る

一
方
、
必
要

な
手
続
き
を
経
て
指
定
解
除
す

る
こ
と
も
で
き
る
。

笹
原
教
育
長
は
二
十
七
日
、

記
者
会
見
し

「鬱
転
も
て
真
っ

暗
に
な

っ
た
旧
南
庁
舎
を
見

て
、
せ

っ
か
く
良
い
も
の
な
の

に
と
悲
し

い
気
持
ち

に
な

っ

た
。
文
化
庁
の

一
活
用
し
な
が

ら
保
存
し
て
い
く
』
と
い
う
考

え

は
全
く
そ

の
通
り
」

と
話

す
。
岡
本
栄
市
長
は
取
材

に

一
新
た
な
価
値
を
加
え
て
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
に
進
む
こ
と
が
で

き
る
。
不
毛
な
議
論
に
終
止
符

が
打
た
れ
た
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
岩
田
佐
俊
議

長
は

「議
会
で
審
議
中
の
案
件

で
、
こ
ち
ら
に
何
の
相
談
も
な

い
指
定
は
も

っ
て
の
ほ
か
。
議

会
軽
視
の
暴
挙
だ
」
と
批
判
し

た
。

旧
南
庁
舎
は
建
築
界
の
巨
匠

ル

・
コ
ル
ビ

ュ
ジ
エ
に
師
事
し

」離
鑽
い蹄
語
霊

み
を
形
灰
す
る
基
点
と
な
っ
た

昭
和
を
象
徴
す
る
三三重
遂
建

物

す
と
し
て
い
る
。
市
は

一
五

年
、
国ヽ
の
有
形
文
化
財

へ
の
登

録
を
目
指
し
た
が
、
議
会
の
反

発
を
受
け
ヽ
申
詰
を
取
り
下
げ

た
。

◇

他
に
指
定
さ
れ
た
二
件
は
、

明
治
初
期
に
開
か
れ
た
伊
賀
上

野
博
覧
会
を
描
い
た
絵
図

「明

ｔ

伊

豆

野
言

含

〓

と
、
江
戸
時
代
に
発
生
し
た
安

政
伊
賀
上
野
地
震
で
の
城
下
町

な
ど
の
被
害
を
色
分
け
し
て
記

し
た

「伊
州
御
城
下
破
崖
損
所

絵
図

〓
。
　

　

（飯
盛
結
衣
）
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改
修
市
議
会
反
対
で
自
紙
に

伊
賀
市
教
育
委
員
会
は
２７
日
ヽ
保
存

か
、
取
り
壊
し
か
の
議
論
が
続
い
て
い

る
市
の
旧
庁
舎

（
旧
上
野
市
庁
舎
、
上

野
丸
之
内
）
を
、
市
文
化
財
に
指
定
し

た
と
発
表
し
た
。
２
０
１
７
年
２
月
の

市
文
化
財
保
護
審
議
会
の
答
申
か
ら
２

年
以
上
経
過
す
る
中
、
市
議
会
の
反
対

で
ヽ
旧
庁
舎
改
修
計
画
が
自
紙
に
戻

っ

た
ば
か
り
¨，
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
指

定
に
対
し
、　
一
部
の
市
議
か
ら
は

「
市

判

誡

予

¨
憂

つ

（山
本
哲
生
）

伊賀市の 日庁舎―市教蚕星供

旧
上
野
市
庁
舎
は
い
近
代
建

築
の
巨
匠
ル

・
コ
ル
ビ

ロ
ジ
エ

に
学
ん
だ
坂
倉
準

三
が
設
計

し
、
１
■
６
４
年
に
完
成
。
屋

上
庭
園
ヽ
水
平
連
続
窓
な
ど
の

「
近
代
建
築
５
原
則
」
を
■
ま

一え
、
昭
和
時
代
を
象
徴
す
る
建

物
と
さ
れ
る
。

日
本
栄
市
長
は
２
０
１
２
年

秋
の
初
当
運
時
か
ら
旧
庁
舎
の

螺縣
蝶
冬
断

し
を
決
議
し
、
激
し
く
対
立
し

こ
き

こ
£
７
可
Ｄ
Ｅ
可
営
０
ま
、

改
修
の
実
施
一′
計
貴
を
含
む
新

年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
案
が

予
算
委
員
会
で
否
決
さ
れ
、
市

側
が
自
ら
実
施
設
計
費
を
削
除

し
、
忍
者
体
験
施
設
を
旧
庁
舎

以
外
の
場
所
で
整
備
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
た
。
●

一
方
、
市
教
委
の
定
例
会
で

は
２６
日
、
急
き
ょ
議
案
〓ｋ
フ
回

の
指
定
の
件
が
追
加
さ
れ
、
他

の
絵
図
２
件
と
と
も
に
教
育
委

員
４
人
と
笹
原
秀
夫

・
教
育
長

が
挙
手
で
採
決
。
３
人
の
賛
成

欲
轄
渡
い
融
麻
ま っ
一
な
い
“
ｒ

っ
た
こ
と
、
金
会

一
致
で
な
か

っ
た
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
過
去

１０
年
で
初
め
て
と
い
う
。

市
教
委
文
化
財
課
は
取
材
に

対
し
、

「
」
れ
ま
で
は
市
役
所

と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
指
定

を
急
ぐ
必
要
が
な
か

っ
た
」
と

鵜
ポ
靡
鐸
舞
』僕

の
消
え
た
相
庁
舎
が
悲
し
そ
う

に
見
え
て
、
指
定
を
急
い
だ
」

と
理
由
を
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
岩
田
佐
俊
議

長
は

「
市
議
会
の
議
決
案
件
で

は
な
い
が
、
事
前
に
議
会
に
説

明
が
あ

つ
て
も
い
い
の
で
は
。

『
な
ぜ
、
こ
の
時
期
の
指
定
な

の
か
」
と
、
議
会
内
で
反
発
が

こ
ま、
　
ョ市
長
不
信
任
だ
』
と

話
す
議
員
■
や
る
」
ど
話
す
。

ほ
か
に
文
化
財
指
定
さ
れ
た

０
ま
、
学
〓
２
ョ
こ
奎
●
さ
ら

た
絵
図
２
件
。
１
８
７
４
年
（明

治
７
年
）
、
日
上
野
城
御
段
で

開
か
れ
た
博
覧
会
の
様
子
を
描

い
た

「
明
治
７
年
伊
賀
上
野
博

覧
会
図
」
と
い
Ｍ
年

（嘉
永
７

年
）
に
発
生
し
た
安
政
伊
賀
上

硼

釉

睾

離

図
」
。
今
回
の
３
件
で
市
指
定

文
化
財
は
２
８
６
件

に
な

っ

た
。
　

　

　

一
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毎回月 3/、

旧南庁舎

爛
動［盗蜘『

丸
之
内
■
が
あ
日
に
市
指

定
文
化
財
に
な
り
、
２７
「

の
取
材
で
同
本
栄
市
長
は

「冷
静
に
判
断
い
た
だ
い

た
」
と
歓
運
し
た

一
方
、

市
議
会
の
岩
田
佐
俊
議
長

は

一
（日
庁
合
地
の
利
活

用
法
に
つ
い
て
）
審
議
中

の
実
件
だ
。
考
え
ら
れ
な

庁
舎
移
私
で
空
き
家
に
な
っ
た
旧
『
庁
書
内
部

――
伊
贅
市
上
野
丸
之
内
で

市
文
化
財
指
定
が
波
紋

市
蓑
■
利
活
用
審
議
中
の
案
件
」

い
」
と
猛
反
発
す
る
な
ど
、

市
教
委
の
文
化
財
指
定
が

波
紋
を
広
げ
た
ｏ

市
教
委
に
よ
る
と
、
％

日
の
市
教
委
定
例
会
で
他

の
指
定
案
件
２
件
と

一
括

し
て
笹
原
秀
夫
教
清
長
が

教
育
委
員
４
人
に
は
か

り
、
笹
原
教
育
長
を
含
む

黄
成
３
人
で
指
定
が
決
ま

っ
た
。
委
員
か
ら
は

「な

ぜ
こ
の
時
期
に
指
定
で
す

か
一
な
ど
と
員
間
が
あ

っ

た
と
い
う
。

２
０
１
７
年
に
市
文
化

財
保
護
審
議
会
が
答
申
し

た
が
市
教
委
は
議
題
に
し

て
い
な
か

っ
た
。
答
申
後

速
や
か
に
定
例
会
で
議
題

と
し
、
全
員
費
成
で
の
指

定
決
定
が
通
例
と
い
う
。

笹
原
教
育
長
は

「
（庁

舎
移
転
で
）
維
持
管
理
さ

れ
な
く
な

っ
た
。
こ
れ
ま

で
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い

た
の
で
議
題
と
し
な
か

っ

た
」
と
説
明
し
た
。

岡
木
市
長
は
改
修
に
よ

る
利
活
用
の
方
針
を
堅
持

し

早
ｘ化
尉

恒
Ｅ
を
増

し
て
も
う
一け
み
な
さ
ん

と
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
考

え
た
い
」
と
述
べ
た
。
岩

田
議
長
は

「市
と
市
教
委

が

一
体
と
な

っ
て
進
め
た

と
思
う
。
議
会
に
は
市
長

不
信
任
案
提
出
の
声
も
上

他
の
市
文
化
財
指
定

旦
市教委

菫
庁
全ｅ
を
市
指
定
文
化

ヽ
‐
，‘
．
‐　
―
―

が
つ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

封
．押
殷
嘉
璽
厳

．
る

。

〃 _3′ 、 お、

市
教
委
に
よ
る
と
、
市

文
化
財
保
護
重
議

本^
はヽ

‐２

０
１
７
年
２
月
に
，
花
財

指
定
の
答
申
を
し
た
が
、

教
育
委
員
会
定
例
会
な
ど

の
議
題
に
な
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
今
回
は
笹
原
秀

夫
教
育
長
の
判
断
で
議
題

|

|

旧
南
庁
舎
市
文
化
財
に

教
育
長
判
断
で
議
題
、
採
決

と
し
、
こ
の
日
の
定
例
会

で
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
指
をヽ

か
決
ま

っ
た
。

南
庁
合
は
建
築
家
の
坂

倉
準
三
が
設
計
し
、
１
９

６
４
年
完
成
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
３
階
建
て

（５

６
２
２
平
な

じ

。

一
世

界
的
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

の
意
義
が
注
目
さ
れ
る

中
、
文
化
財
と
し
て
価
値

が
高
い
」
と
評
価
さ
れ
た
。

【大
西
康
裕
】
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